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改定等履歴 

改訂等年月 種 別 改訂等概要 

平成 1８年７月 制定 性能規定化（消火機器）※東日本・中日本のみ 

平成２４年７月 制定 性能規定化（消火機器）※西日本のみ 

令和元年７月 改定 消火器格納箱・架台の規定追加変更 

 

※1 中日本高速道路株式会社に適用する。 

※2 東日本高速道路株式会社に適用する。 

※3 西日本高速道路株式会社に適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

改定等履歴 

改訂等年月 種 別 改訂等概要 

平成 1８年７月 制定 性能規定化（消火機器）※東日本・中日本のみ 

平成２４年７月 制定 性能規定化（消火機器）※西日本のみ 

令和元年７月 改定 消火器格納箱・架台の規定追加変更 

令和 6年 7月 改定 電流値測定機能に関する事項を追加 

 

※1 中日本高速道路株式会社に適用する。 

※2 東日本高速道路株式会社に適用する。 

※3 西日本高速道路株式会社に適用する。 

 

 

 

 

 

 

本仕様書の適用は以下の通りである。 

東日本高速道路株式会社  令和元年 7月 

中日本高速道路株式会社  令和元年 7月 

西日本高速道路株式会社  令和元年 7月 

本仕様書の適用は以下の通りである。 

東日本高速道路株式会社  令和 6年 7月 

中日本高速道路株式会社  令和 6年 7月 

西日本高速道路株式会社  令和 6年 7月 
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2-2-14  ポンプ起動押釦 

(1)  ポンプ起動押釦は、電気的及び機械的に堅牢で、かつ防塵を考慮するものとし、JIS C 

0920 に規定する IPX5（防噴流形）以上とする。 

(2)  押釦スイッチを押した後は、当該スイッチが自動的に元の位置に戻る構造とする。 

 

 

2-2-15  ポンプ起動連動スイッチ 

(1)  ポンプ起動連動スイッチは、電気的及び機械的に堅牢で、かつ防塵を考慮するものとし、

JIS C 0920 に規定する IPX5（防噴流形）以上とする。 

(2)  ポンプ起動連動スイッチは、消火栓弁の開閉と連動するものとする。 

なお、消火栓弁閉止時はスイッチ OFF 及び消火栓弁開放時はスイッチ ON する構造とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

2-2-14  ポンプ起動押釦 

(1)  ポンプ起動押釦は、電気的及び機械的に堅牢で、かつ防塵を考慮するものとし、JIS C 

0920 に規定する IPX5（防噴流形）以上とする。 

(2)  押釦スイッチを押した後は、当該スイッチが自動的に元の位置に戻る構造とする。 

(3)  ポンプ起動押釦に接続する配線を流れる電流値が防災受信盤からの操作にて測定可能な

ものとする。 
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